

































































































































2 節　正統的周辺参加 ― 状況に埋め込まれた学習 ―
　「わざ」は自然に身につくものであり，あるいは身につけられるものであり，他者
から教わるものでも，教えられるものではない。また「生活での学び」（learning in 



































































































































































































































































（7） さしあたり，辻本雅史『「学び」の復権―模倣と習熟―』（岩波現代文庫，2012 年）や R.P. ドー
28
ア『江戸時代の教育』（松居弘道訳，岩波書店，1970 年）参照。
（8） 生田久美子『「わざ」から知る』（東京大学出版会，2007 年），3 頁参照。
（9） プロ教師の会編『学校の教育力はどこにあるのか』（洋泉社，2001 年），70 頁。さらに，勝田守一・







（15） 詳しくは，J. レイヴ・E. ウェンガー『状況に埋め込まれた学習―正統的周辺参加―』（佐伯胖訳，
1993 年）参照。
（16） 佐伯胖監修・渡部信一編『「学び」の認知科学事典』（大修館書店，2010 年），118 頁。
（17） 同前書，117
（18） 辻本雅史編『教育の社会史』（放送大学教育振興会，2008 年），29-39 頁参照。「近世における
子どもの生活は，そのほとんどが正統的周辺参加の過程であった」（38 頁）。
（19） たとえば，N.ノディングズ『幸せのための教育』（山﨑洋子・菱刈晃夫監訳，知泉書館，2008年）参照。















（34） 拙著『教育にできること，できないこと―教育の基礎・歴史・実践・探究―［第 2 版］』（成文堂，
2006 年），190-196 頁参照。なお，2013 年には第 3 版が出版予定。
